
収入の部                                                △は減          　単位：円
科　　　目 29年度決算額 29年度予算額 増　　減 摘　　要
繰　越　金 15,751,725 15,751,725 0

入　会　金 2,831,000 2,850,000 △ 19,000 10,000円×281名
　3000円×7名

寄付及び総会会費 3,316,048 3,618,608 △ 302,560 維持費・総会会費
雑　収　入 8,296 50,000 △ 41,704 預金利息等
合　　　計 21,907,069 22,270,333 △ 363,264

支出の部
科　　目 29年度決算額 29年度予算額 増　　減 摘　　要

会　議　費 939,324 1,200,000 △ 260,676 本部役員会、役員総会、委員会
事　務　費 3,342,548 3,930,000 △ 587,452

事 務 局 費 427,550 500,000 △ 72,450
旅　　　 費 181,944 160,000 21,944 本部役員会、中京・浜松地区会
印　 刷　 費 1,071,957 1,150,000 △ 78,043 会報送付用封筒・葉書コピー用紙
通　 信　 費 1,494,060 1,600,000 △ 105,940 会報送付費用・往復葉書、切手
備 　品　 費 150,617 500,000 △ 349,383 電話機・ノートパソコン
消 耗 品 費 16,420 20,000 △ 3,580 ラベルテプラー・メモリ部品

事　業　費 1,629,380 2,520,000 △ 890,620
記 念 品 費 471,045 500,000 △ 28,955 卒業生記念品、入会記念品
支部活動助成費 98,052 150,000 △ 51,948 支部総会の補助
慶　 弔   費 20,800 60,000 △ 39,200 弔電等
会 館 補 助 費 100,000 100,000 0 千南原会館維持費補助
会 館 整 備 費 0 500,000 △ 500,000
保 　 険   料 54,350 60,000 △ 5,650 同窓会館火災保険料
渉　 外　 費 90,088 150,000 △ 59,912 各関係の団体等への祝

儀・会報出筆者御礼
特別会計補助金 730,000 900,000 △ 170,000 部活動助成
雑　　　　 費 65,045 100,000 △ 34,955 卒業アルバム代・貸金庫等

予　備　費 0 14,620,333 △ 14,620,333
次年度繰越 15,995,817 0 15,995,817

合　計 21,907,069 22,270,333 △ 363,264

平成29年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

収入総額	 21,907,069円
支出総額	 21,907,069円
差引金額	 0円

６月25日付 静岡新聞朝刊

北
村
正
平
藤
枝
市
長
（
左
）
か
ら
市
民
栄
誉
賞
を

贈
ら
れ
た
長
谷
部
選
手
（
藤
枝
市
提
供
）

30
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

東
高
プ
ラ
イ
ド副校長（新任）

鈴木  安雄

が
二
十
代
で
教
え
た
人
た
ち
と
の
再
会
が
あ
り
ま

す
。
教
科
（
英
語
）
を
教
え
た
人
が
、
現
在
東
高

の
職
員
に
５
人
い
ま
す
。そ
の
う
ち
の
１
人
と
は
、

部
活
動
（
野
球
）
で
共
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
在

校
生
の
保
護
者
の
中
に
も
、「
安
雄
先
生
！
」
と

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
方
々
が
い
ま
す
。
ま
た
、

千
南
祭
の
公
開
日
や
、
部
活
動
の
応
援
に
行
っ
た

時
に
も
、「
懐
か
し
い
で
す
ね
ぇ
」
と
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
東
高
同
窓
生
は
、
も
う
四
十
代
に
な

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
地
域
な
ど
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
と
会
話
し
て
感

じ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
東
高
プ
ラ
イ
ド
」
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
。
千
南
原
の
地
で
、

名
門
の
空
気
の
中
で
仲
間
と
と
も
に
若
き
日
を
全

力
で
過
ご
し
た
こ
と
は
、
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と

で
、
今
も
そ
れ
を
幸
せ
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
の

だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　

８
月
１
日
に
実
施
し
た
中
学
生
１
日
体
験
入
学

で
、
私
は
学
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
を
次
の
こ
と
ば

で
締
め
括
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
４
か
月
で

改
め
て
実
感
し
た
こ
と
で
す
。「
ど
こ
に
行
っ
て

も　

い
つ
に
な
っ
て
も　

誇
り
に
思
え
る
学
校
」

　

今
年
４
月
か
ら
藤
枝
東
高
校
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
鈴
木
と
申
し
ま
す
。私
は
、

昭
和
63
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
東
高
で
勤
務

し
て
お
り
、
四
半
世
紀
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
想
い
出
の
あ
る

学
校
に
再
び
所
属
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思

う
と
と
も
に
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
東
高
の
更
な
る
発
展

に
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
喜
ば
し
い
こ
と
の
一
つ
に
、
私

　

平
成
21
年
２
月
27
日
母
校
東
高
に
人
工

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、

過
酷
な
ま
で
の
使
用
頻
度
は
確
実
に
そ
の

寿
命
を
縮
め
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況

を
受
け
、
人
工
芝
張
り
替
え
の
声
が
上

が
っ
た
の
は
平
成
28
年
12
月
だ
っ
た
。

　

人
工
芝
張
り
替
え
の
議
論
は
、
当
初
、

サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
募
金
管
理
委
員
会
に

お
い
て
な
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
学
校

後
援
会
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
サ
ッ
カ
ー

部
後
援
会
、
サ
ッ
カ
ー
部
父
母
会
、
サ
ッ

カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の
各
会
長
と
学
校
長
の
７

者
で
、
こ
の
委
員
会
は
平
成
29
年
１
月
か

ら
７
月
ま
で
５
回
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
29
年
８
月
４
日
、
前
記

各
団
体
か
ら
２
名
な
い
し
３
名
の
委
員
か

ら
成
る
人
工
芝
整
備
実
行
委
員
会
が
発
足

し
た
。
以
後
、
平
成
30
年
５
月
13
日
ま
で

13
回
の
会
議
を
重
ね
同
月
中
旬
に
業
者
が

確
定
し
、
７
月
か
ら
工
事
が
始
ま
り
９
月

下
旬
完
成
に
至
っ
た
。
こ
の
間
の
議
論

で
問
題
に
な
っ
た
主
な
点
は
以
下
の
４
点

だ
っ
た
。

　

⑴
全
面
張
り
替
え
の
場
合
、
従
来
の
芝

の
上
に
新
し
い
芝
を
張
る
「
オ
ー
バ
ー
レ

　

本
年
度
の
東
高
同
窓
会
総
会
は
平
成
30
年
7
月
14

日
（
土
）
に
藤
枝
市
の
小
杉
苑
に
お
い
て
多
数
の
役

員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
古
城
研
究
会
の
水
野
茂
氏
に
よ
る
特
別
講
演

「
今
川
義
元
の
最
大
ミ
ス
テ
リ
ー
花
蔵
の
乱
」
の
特

別
講
演
の
後
、
引
き
続
き
29
年
度
事
業
、
決
算
報
告
・

監
査
報
告
、
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
会
計
予
算
、

お
よ
び
事
務
局
規
定
と
追
加
す
る
規
約
改
定
案
が
審

議
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
29
年

度
決
算
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
本
紙
記
載
の
通
り
で
す
。

　

校
庭
の
人
工
芝
は
、
使
用
頻
度
が
激
し
い
た
め
に

予
定
よ
り
早
く
張
替
が
必
要
と
な
り
、
学
校
後
援
会

や
サ
ッ
カ
ー
部
後
援
会
等
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ

る
委
員
会
の
検
討
結
果
を
受
け
、
同
窓
会
と
し
て
も

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
厳
し
い
財
政
問
題
を
十
分

に
考
慮
し
な
が
ら
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

組
織
・
規
約
委
員
会

　

個
人
情
報
保
護
法
等
に
よ
り
会
員
名
簿
の
作
成
が

困
難
な
時
代
で
す
が
、
組
織
強
化
の
た
め
に
各
回
別

委
員
と
積
極
的
に
話
し
合
い
を
行
い
、
回
別
組
織
つ

く
り
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
と
協
力
し

て
検
討
を
行
う
。

会
報
委
員
会

　

同
窓
会
報
「
千
南
原
」
の
年
１
回
発
行
を
継
続
し

な
が
ら
、
広
く
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
引
き
続
き
行
う
。

総
務
委
員
会

　

総
会
の
運
営
・
名
簿
管
理
等
と
、
全
般
的
な
部
活

動
助
成
と
東
海
大
会
や
全
国
大
会
等
で
顕
著
な
成
績

を
上
げ
た
部
活
動
に
助
成
を
行
う
。
昨
年
度
は
東
海

大
会
等
に
進
出
す
る
部
活
動
が
多
か
っ
た
。

　

活
動
の
基
盤
に
な
る
同
窓
会
維
持
会
費
の
向
上
の

た
め
組
織
規
約
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
行

う
。

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
ロ
シ
ア
大
会
に
出
場
し
た
日
本

代
表
の
主
将
、
長
谷
部
誠
選
手
（
75

回
、
平
成
14
年
卒
）
が
７
月
18
日
、

藤
枝
市
か
ら
市
民
栄
誉
賞
を
贈
ら
れ

た
。
長
谷
部
選
手
は
南
ア
フ
リ
カ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
そ
し
て
今
回
と
３
大
会

連
続
の
Ｗ
杯
出
場
で
、
い
ず
れ
も
主

将
マ
ー
ク
を
付
け
て
日
本
代
表
を
け

ん
引
し
た
。
３
大
会
続
け
て
主
将
を

務
め
る
の
は
日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
初

め
て
。
今
回
の
受
賞
は
こ
う
し
た
実

績
が
評
価
さ
れ
た
。

　

ロ
シ
ア
大
会
の
長
谷
部
選
手
は
１

次
リ
ー
グ
１
、２
戦
と
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
１
回
戦
に
フ
ル
出
場
。
１
次

リ
ー
グ
最
終
戦
は
後
半
途
中
か
ら
の

出
場
だ
っ
た
が
、
ピ
ッ
チ
に
立
つ
と

的
確
な
指
示
を
送
っ
て
戦
術
を
徹
底

さ
せ
、
チ
ー
ム
を
１
次
リ
ー
グ
突
破

に
導
い
た
。

長谷部選手、３度目のワールドカップ

　

東
高
同
窓
生
で
、
学
校
後
援
会
長
で
も

あ
る
北
村
正
平
市
長
（
38
回
、
昭
和
40
年

卒
）
は
授
賞
式
で
「
藤
枝
市
の
名
声
を
世

界
に
高
め
て
く
れ
た
」
と
賛
辞
を
贈
っ
た
。

同窓会費の納入事情
未入稿

イ
」
方
法
を
と
る
か　

⑵

予
算
規
模
と
そ
の
捻
出
方

法　

⑶
芝
の
グ
レ
ー
ド　

⑷
従
来
の
張
り
替
え
の
た

め
の
資
金
の
積
み
立
て
方

法
。

　

⑴
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

バ
ー
レ
イ
の
方
法
を
と
ら

な
い
と
す
る
と
、
従
来
の

芝
の
廃
棄
費
用
が
数
百
万

円
か
ら
１
千
万
円
近
く
必

要
に
な
る
た
め
、
予
算
規

模
と
そ
の
捻
出
方
法
次
第

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

⑵
は
最
大
の
問
題
だ
っ
た
。

業
者
の
当
初
の
見
積
り
に

よ
る
と
、
芝
の
グ
レ
ー
ド

に
も
よ
る
が
、
オ
ー
バ
ー

レ
イ
の
方
法
を
と
っ
て
も

８
千
万
円
前
後
と
い
う
高

額
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
想
定
外
の
金
額

を
目
標
に
し
た
と
こ
ろ
で

現
実
味
は
な
く
、
議
論
の

末
、
１
千
万
円
は
サ
ッ

カ
ー
部
全
国
大
会
募
金
管

理
委
員
会
か
ら
拠
出
可
能

と
い
う
こ
と
で
、
残
り

４
千
万
円
を
募
金
目
標
に
掲
げ
る

こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
⑶
の
問

題
は
委
員
会
の
提
案
す
る
金
額
に

合
わ
せ
て
業
者
の
協
力
を
得
る
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

⑷
の
問
題
は
、
再
び
今
回
の
よ
う

な
苦
労
を
各
団
体
の
皆
様
に
さ
せ

た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
、
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
毎

年
の
積
み
立
て
目
標
金
額
を
決
め

る
こ
と
と
し
た
。

人
工
芝
整
備
実
行
委
員
会　

委
員
長
代
行
　
河
村
　
正
史

人工芝 念願の張り替え  グラウンド真新しく

張り替え前のグラウンド

完成した人工芝グラウンド

　

こ
の
よ
う
に
検
討
を
重
ね
た
末
、
従
来
の

芝
を
撤
去
し
て
張
り
替
え
る
方
式
を
採
用
。

念
願
の
新
た
な
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成

し
た
。

　

今
回
の
実
行
委
員
会
の
委
員
の
中
に
は
９

年
前
の
人
工
芝
敷
設
の
際
に
関
係
さ
れ
た
方

も
何
人
か
お
ら
れ
る
。
私
も
そ
の
一
人
で
、

当
初
そ
の
巡
り
合
せ
の
皮
肉
さ
を
嘆
い
た
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
協

力
に
力
を
得
て
完
成
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
今
は
晴
れ
晴
れ
と
し

た
気
持
ち
で
あ
る
。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東高新聞部 撮影

東高新聞部 撮影
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